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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 

循環型社会形成に関する実質的な取り組みは、自治体レベルにおいて行われている。その際、自治体が

推進している分別・資源回収、資源化等の取組みが経済全体や地域の資源循環に及ぼす影響について、そ

の効果を定量的に明らかにする必要がある。本研究では、自治体における循環型社会形成推進に関する

施策の分析により、具体的な政策立案を支援するための分析ツールとして、県や市町村を対象とした

マテリアルフロー・ストックバランス表の理論的枠組み及び分析枠組みを構築した。また、これを具

体的な自治体(愛知県、名古屋市、北九州エコタウン事業)に適用し、その有効性を検証した。 

先ず、マテリアルフロー・ストックバランス表の表体系を決定するため、産業連関表など経済分析

などで用いられる各種会計表をサーベイし、これに基づいて地域資源循環構造を表現するのに適切な

マテリアルフロー・ストックバランス表の表体系を作成した。また、本会計表を用いた分析枠組みと

して、循環型社会の形成度合いを表現する環境効率性指標とともに、循環型社会形成に関する施策効

果の分析手法を提案した。 

次に、上で開発した方法を愛知県、名古屋市にも適用してみることで、マテリアルフロー・ストッ

クバランス表の有効性を確認した。愛知県については、愛知県の廃棄物処理計画が循環型社会形成度

合いに及ぼす効果を分析した。また、名古屋市については、名古屋市が 1999 年に発令した「ごみ非常

事態宣言」以後に実施されたごみ処理政策が、資源循環的観点からみてどのような効果があったのか

を分析した。 

最後に、上記の事例を踏まえ、本表を北九州エコタウン事業に適用した。ここでは事業内のリサイ

クル産業へのアンケート調査を通じて、本事業の実施が北九州市内及び周辺地域における資源循環構

造に及ぼした効果や影響を、技術ポテンシャル及び環境効率性の視点から分析した。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

A practical action is held in local government level for a formulation of Sound material-cycle 

society. In this regard, it needs a framework to clear up the effect of actions such as waste 

separation, resource collection and recycling by the local governments from the view of local 

economy and local resource circulation. In this study, the framework of material flow and stock 

balances table was developed as an analytical tool that is possible to analyze the effect of the 

action plan for the formulation of the Sound material-cycle society in local government and to 

support a design of more effective plan. And this table was applied to Aichi prefecture, Nagoya 

city and Kitakyushu Eco-town project as a case study. 

 


